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暑熱ストレス対策について
！ 早めの対策でストレスの軽減に努めましょう ！

暑熱ストレスを受けた牛は･･･

l 牛舎内の気温が20℃を超えると、暑熱ストレスを受け始めます。

l 体熱放散のため、呼吸数が増加し、起立時間が長くなります。

⇩
l 乳量、乳質、受胎率の低下につながります。

暑熱対策

¡送風機やダクトを利用する場合は、熱発生量の多い頸部・胴体部に
毎秒1～1.5ｍ程度の風を直接当てましょう。

¡すだれや日よけシート等で直射日光を遮ることや扇風機とミストの
併用も有効です。

¡フリーストール牛舎やフリーバーン牛舎では密飼いを避け、敷料の
交換を早めて湿気を抑えましょう。

¡飲水は体温を下げる効果があるため、清潔にしていつでも新鮮な水
が飲めるようにしましょう。

作業者も熱中症対策を！

熱中症防止や疲労回復のため、定期的に休息を取り、
水分補給に努めましょう。
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